

































(Department des Kultus und offentlichen Unterrichts) 
の初代局長ウィルヘルム・フォン・フンボルト












































で同年 l l 月首相を罷免されるが、次のハルデン
ベルク首相はシュタインの方針に沿って、高等学
問機関と教育制度の改革にあたらせるために、人







innere und auJJere Organisation der hoheren 






















































W. v. Humboldt Werke in ぬnf Biinden IV {l 964, 
Cotta), Schleiermachers Werke IV (1967, Scientia 














































































































































































































































多い出版社 5 社を選抜し、それに地元の l 社を加え、 6
社聞の競争入札とし、鼠も見積金額の低かった梓出版社
に決定した。読みやすさと携帯性を考え、四六判、フラ
ンス装とし、カバーと莱には同窓生の平松礼二画伯が描
いた本学のスケッチ画を使わせていただいた。口絵 8 ペ
ージ、総ページ247ページ、初版3000部、定価は極力抑
えて 1000円とした。
『大学史』科目新設の経緯
『大学史J 講義は2006年度からの新カリキュラムにおけ
る新設科目のーっとして教学プロジェクトで構想し常任
理事会を経て、その設置を新設のカリキュラム委員会の
審議に委ねた。自校の歴史を知ることは学生にとって自
40 
らのアイデンティティーを確立し、かっ批判的意識を持
つためにも重要なことと考えたが、自校の歴史を講義す
るだけでは偏りが生じかねない。そこで世界の大学史の
なかに本学の歴史を位置づける工夫をし、講義の半分は
世界と日本の大学史に割いた。しかし科目の新設は容易
ではなかった。「大学史」の講義は「愛校心」の強制につ
ながるという意見もあったが（この考えは私にはいまだ
に理解できない）、「大学史J に限らず科目の新設に十分
な協力が得られなかった根本的理由は、カリキュラム委
員会（新設の教学委員会の内部組織）が外部から新設科
目を強制されたという思いがあったのではないかと憶測
している。カリキュラム改革を行う委員会は日常的業務
を主とする教学委員会とは別組織にすべきであったろう。
そうでなければ今後も大胆な改革はなされ難い。その後、
学長と私とで両校舎の教学委員会に出向き講義の主旨を
説明したが、 2006年度からの開設は名古屋校舎のみで、
豊橋校舎における講義は遅れて新カリキュラムが走り出
す2007年度にずれ込んだ。授業の責任者は教学担当劇学
長が兼務し、実質的には大学史事務室の佃が毎回出席し
記録を取った。答案から見ると、特に同窓生の体験に基
づいた講義が学生たちに深い感銘を与えたようだ。
